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嘉穂小学校建設工事契約/情報基盤整備

に関する調査特別委員会を設置しました

9月補正予算

浦田吉彦議員に対する辞職勧告決議案を可決

委員会審査結果報告

意見書・請願

議決結果一覧

委員会の動き

決算 6会計を認定

平成 24年 (2012)11月 1日

No。2び

2P

3P

4P
6P
7P

8P
15P
16P



嘉
穂
小
学
校
建
設

（校

舎

・
体
育
館
等
）
に
か
か

る
工
事
請
負
契
約

に
つ
い

て
、
平
成
２４
年
８
月
２９
日

に
条
件
付
き

一
般
競
争
入

札
が
行
わ
れ
た
結
果
、

１８

億

７

２

８

７

万

３

０

０

円

（最
低
制
限
価
格
）
で

落
札
し
た

の
で
、
９
月
定

例
会
最
終
日
に
市
長
よ
り

議
会

に
提
案
さ
れ
、
出
席

者
全
員
を
も

っ
て
可
決
し

ま
し
た
。

嘉
穂
小
学
校
建
設
工
事

の
総
額
は
、
プ
ー

ル
整
備

を
含

む
敷
地
造
成

工
事
、

放
流
水
路
整
備
工
事
な
ど

を
含
め
て
、

２４
億
６
６
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
源

の
内
訳
は
、
国
庫

蹴
、

支
出
金
７
億
６
８
１
６
万

円
、
合
併
特
例
債
１５
億
５

６
３
０
万
円
、　
一
般
財
源

８
２
１
７
万
円
と
な
り
ま

す

が
、
合

併

特

例

債

は
、

交
付
税

で
戻
り
が
見
込
ま

れ
ま
す

の
で
、
実
質
的
な

市

の
負
担
額
は
、
５
億
４

９
０
６
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

入
札

の
結
果

最
低
制
限
価
格
で
４
社

が
応
札
し
、
く
じ
引
き
の

結
果
、
前
田
建
設
工
業
い

九
州
支
店
が
落
札
し
ま
し

た
。な

お
、
嘉
麻

市

は
、
入

札
前

に
予
定
価
格
と
最
低

制
限
価
格
を
公
表

し

て

い

ま
す
。
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嘉穂小学校イメージパース図 (夢サイ ト嘉穂横 )

工 事 の 施 工 計 画 24年度 25年度

業務名   1概 要等 下 期 上 期 中 期 後 期

敷地造成工事
敷地造成工事

プール・調整池整備工事

小学校

建設工事

小学校建設工事 (校舎・

体育館)、

太陽光発電設備

関連排水路

整備工事

敷地内排水路付替に伴

う上下流排水路整備

その他工事等 施工監理委託

７
月
１８
日
に
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
情

報
基
盤
整
備

に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

同
委
員
会

で
は
、
３
月

に
予
算
を
可
決
し
た
ケ
ー

ブ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
全
市

拡
張
事
業

に
関
し
、
イ

ン

フ
ラ
整
備

の
手
法
や
サ
ー

ビ

ス
内
容

に
つ
い
て
調
査

・
研
究
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
委
員
長

に
は
田

中
日
本
明
委
員
が
、
副
委

員
長

に
は
山
倉
敏
明
委
員

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

山倉敏明副委員長

議会だより かまし(26号 )

田中日本明委員長



総額 290億6,701万 9千円

9月 補正予算

総額 59億8,953万 9千円

6億 1,793万 6千円

2,634万 7千円

総額/12億 1:108万 1千円増額の425億4,888万5千円

浦 田 吉 彦 議 員 に 対 す る 辞 職 勧 告

決 議 案 の 記 名 投 票 の 結 果

投票総数 19票
(賛成) 18票

田中日本明 森 裕治  廣方 悟

山本幹雄  田上孝樹  田淵千恵子

藤 伸一  岩永利勝  永水民生

山倉敏明  赤間幸弘  宮原由光

中村春夫  嶋田尋美  北冨敬三

吉永雪男  坂口政義  森 丈夫

(反対) 1票
田中義幸

(退席)

梶原雄一

※議長は裁決に加わりません。

※自票は会議規則の規定により反対として

取り扱います。

総額 56億9,610万 9千円

総額  11億 5,193万 5千円

一般会計補正の主なもの
(歳入 )

土木施設災害復旧費国庫負担金

1億 2,892万円増

財政調整基金繰入金  4億 2,299万 8千円増

土木施設災害復旧事業債   6,430万 円増

(歳 出)

土木施設災害復旧工事  3億 630万 円増

嘉麻市マスコツ トキヤラクター作成謝礼等

15万円増

観光 PRに要する費用   545万 3千円増

織田廣喜美術館フレーム切手購入 120万円増

織田廣喜美術館

浦
田
吉
彦
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
決
議
案
を
可
決

〃

定
例
会
最
終
日
の
冒
頭
、

９
名
の
議
員
の
連
名
に
よ

り
、
浦
田
吉
彦
議
員
に
対

す
る
辞
職
勧
告
決
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
は
、

「浦
田

吉
彦
議
員
は
、
平
成
２‐
年

に
住
宅
新
築
資
金
の
滞
納

が
発
覚
し
た
。

ま
た
平
成
２３
年
の
資
産

等
報
告
書
で
は
、
政
治
倫

理
審
査
会
か
ら
、
国
民
年

金
の
未
納
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

さ
ら
に
１
年
経
過
し
た
平

成
２４
年
の
資
産
等
報
告
書

に
お
い
て
も
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
状
況
の
報

告
義
務
を
怠
る
と

い
う
政

治
倫
理
条
例
第
９
条
の
規

定
に
違
反
し
て
い
る
ば
か

り
か
、
保
険
料
の
納
入
の

有
無
を
問
う
審
査
会
の
質

問
状
に
も
期
限
内
に
回
答

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

納
付
可
能
な
年
金
の
納

付
は
さ
れ
た
と
の
報
告
は

さ
れ
た
が
、
審
査
会
意
見

書

の
指
摘
事
項
も
反
故

に

し
、

こ
の
１
年
間
所
定

の

年
金
手
続
を
と
ら
ぬ
ま
ま

過
ご
し
、
法
で
定
め
ら
れ
、

社
会
人
と
し
て
当
然
の
義
務

で
あ
る
年
金
の
納
付
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
誠
意
や
反
省

の
行
動
さ
え
う
か
が
え
ず
、

言
語
道
断
で
あ
り
、
そ
の
責

任
は
重
大
だ
。
」
と
指
摘

す
る
も
の
で
す
。

議
員

の
中

か
ら
は
、
浦

田
議
員
ば
か
り
が
悪

い
の

で
は
な
く
、
議
会
と
し
て

放
置
し
て
き
た
責
任
も
あ

る
の
で
、
態
度
を
保
留
す

る
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。記

名
投
票

に
よ
る
採
決

の
結
果
、
左
記

の
と
お
り

賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し

た
。

※
　

ワ」
の
ほ
か
政
治
倫
理

の
確
立
に
関
す
る
決
議

を
出
席
者
全
員
で
可
決

し
ま
し
た
。
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定例会中に開催 された委員会の審

査や活動を報告 します。

総務財政委員会

審査 内容 を見直 し

整理統合 を

艤

一

艤
疇鶴
蝉堡
粋懃

驚
驀鰺

男
女
共
同
参
画
全
体

に
渡

男
女

共

同
参

画
推

進

条
例

の

一
部
改
正

本
案
は
、
男
女
共
同
参

画
審
議
会
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
計
画
策

定
審
議
会
条
例
に
基
づ
く

審
議
会
を
廃
止
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

例
規
上
で
は
、　
一
つ
の

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、
二
つ
の
審
議
会
か

ら
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な

る
等
の
理
由
に
よ
り
、
今

回
、
計
画
策
定
の
充
実
と

事
務
事
業
の
効
率
化
を
図

る
観
点
か
ら
、

「男
女
共

同
参
画
審
議
会
」
に
所
掌

事
務
を

一
本
化
し
、

「男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
計

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
の
か
と
の
質

問
に
対
し
、
ま
ず
、
男
女

共
同
参
画
審
議
会
の
委
員

っ
て
熟
知
さ
れ
て
い
る
た

め
、
計
画
策
定

に
も
関
わ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り

実
効
性
が
高
ま
る
計
画
に

な
る
と
考
え

て
い
る
。

次

に
、　
一
つ
の
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、

附
属
機
関
が
２

つ
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
な

い
の
で
、
整
理
統
合
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
事
務

の

効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
か
ら
、
男
女
共
同

参
画
審
議
会

の
所
掌
事
務

が
新
た

に
追
加
さ
れ
て
い

る
が
、
調
査

・
審
議
す
る

内
容
を
全
体
的

に
見
直
す

こ
と
で
、
整
理
統
合

で
き

る
部
分
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と

の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
出
席
者

全
員
を
も

っ
て
可
決
し
ま

し
た

。

議会だよりかまし(26号 )
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建替えを要望する

市民の声は大きい

稲
築
地
区
公
民
館
整
備

（建
替
え
）
に
関
す
る

請
願本

請
願

の
趣
旨
は
、
稲

築
地
区
公
民
館
が
老
朽
化

し
た
た
め
、
建
替
え
を
求

め
る
と
と
も

に
併
設

の
図

書
館

に
つ
い
て
も
充
実
を

求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
よ
り
、
合
併
前

の

旧
稲
築
町
で
は
、
図
書
館
、

公
民
館
機
能
を
持

っ
た
複

合
施
設

の
建
設
計
画
が
あ

っ
た
が
、
嘉
麻
市

に
な

っ

て
総
合
計
画
な
ど
の
中
で

公
民
館
整
備
、
建
替
え

の

内
容
は
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

旧
稲
築
町

の
計
画
は
嘉
麻

市
に
引
き

つ
が
れ
て
お
り
、

現
在

で
は
、
公
民
館
と
図

書
館
は
そ
れ
ぞ
れ
対
処
し

て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

建
物
を
見
る
と

一
部
下

が

っ
て
い
た
り
、
傾

い
た

と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
鉱
害

認
定
を
申
請
し
た
ら
ど
う

か
と

の
質
問

に
対
し
、
過

去
何
度
か
申
請
し
て
い
る

が
認
定
さ
れ
な
か

っ
た
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

図
書
館
建
設

に
つ
い
て

の
市
長

の
政
治
的
判
断
を

問
う
質
問

に
対
し
、
蔵
書

と

い
う
面
で
は
、
す
ぐ
取

り
組
む
よ
う

に
し
て
い
る

が
、
建
物
は
、
総
合
的
な

基
本
施
策
を
立

て
て
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
優
先
順
位
を
含
め
て

総
合
計
画
な
ど

の
中

で
対

応
し
て
い
き
た

い
と

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
市
民
か

ら
は
建
設
を
要
望
す
る
声

も
多
く
聞
く

の
で
是
非
建

設
し
て
ほ
し

い
と

の
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

民生文教委員会

嶋田委員長

永水委員

稲築公民館の状況を調査する委員

産業建設委員会鶴
田上委員

艤

餞畿
森 委員長  北冨副委員長

山倉委員   坂口委員

で 持 敷 で 事 る
｀

管 地 き 業 こ
地 理 も る 規 と
元 が 含 こ 模 で
企 発 め と の

｀

業 生 て
｀

拡 地
へ す 設 さ 大 元
の る 備 ら が 企
受 こ の に 期 業
注 と 維

｀
待 の

一般家庭 に対 しての補助、公共

施設等への設置 な ど研究 を

大
規
模
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
促
進
条
例
に
つ

い
て大

規
模
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
を
促
進
す
る
た

め
の
奨
励
措
置
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内
に
再

生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
を
図
り
、
環
境
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
及
び

地
域
産
業
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
大
規
模

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
る

経
済
効
果
と
し
て
は
、
遊

休
地
が
利
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
土
地
造
成
等
の
工
事

が
期
待
で
き
る
こ
と
、
市

内
の
誘
致
企
業
の
製
造
品

の
使
用
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
地
元
企
業
が
出
資
な

ど
に
よ
り
経
営
に
参
画
す

が

期

待

で
き

る
な

ど

、

様

々
な
効
果
が
見
込
ま
れ

２

一

。

ま
た
、
市
と
し
て
も
、

税
収
増
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ

に
も

つ
な
が
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
こ
の
事
業

は
、
来
年
度
以
降
、
行
政

だ
け
で
な
く
民
間
ベ
ー
ス

で
も
加
速
し
て
進
ん
で
い

く
事
業
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
早
急
に
基
本
計
画
を

ま
と
め
て
対
応
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
や
、
環
境
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、　
一
般
家

庭
に
対
し
て
の
補
助
制
度
、

公
共
施
設
等

へ
の
設
置
な

ど
を
研
究
し
、

Ｃｏ
削
減
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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自
治
体
に
お
け
る
防

災
・減
災
の
た
め
の

事
業
に
対
す
る
国
の

財
政
支
援
を
求
め
る

一思
日昴
菫
日

地
方
自
治
体
共
通
の
課

題
で
あ
る
社
会
資
本
の
経

年
劣
化
対
策
等
の
防
災

・

減
災
の
た
め
の
事
業
に
つ

い
て
重
点
的
な
予
算
配
分

を
行
い
、
地
方
負
担
額
の

軽
減
措
置
を
講
じ
る
よ
う

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

「
森
林

・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
に
係
わ
る

具
体
的
政
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

森
林

の
多
面
的
機
能

の

持
続
的
発
揮
と
森
林
資
源

の
有

効

活

用

に
向

け

、

「森
林

・
林
業
再
生
プ

ラ

ン
」

の
具
体
的
施
策

の
推

進
を
図
る
こ
と
な
ど
３
項

目

の
実
現
を
国

に
求
め
る

も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

改
正
資
金
業
法
の

堅
持
及
び
多
重
債

務
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

現
行
の
改
正
貸
金
業
法

を
堅
持
し
、
上
限
金
利
の

引
き
上
げ
や
貸
付
の
総
量

規
制
の
緩
和
を
行
わ
な
い

こ
と
な
ど
６
項
目
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
強
化

・
推

進
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

垂
直
離
着
陸
輸
送

機
Ｍ
Ｖ
‐
２２
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
及
び
低
空

飛
行
訓
練
の
撤
回
に

関
す
る
意
見
書

普
天
間
基
地

へ
の
オ
ス

プ

レ
イ
の
配
備
を
中
止
す

る
こ
と
や
日
本
全
国
６
ル

ー
ト
の
低
空
飛
行
訓
練
を

中
止
す
る
こ
と
を
国
に
求

め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

圭
日被

災
自
治
体
に
対
す
る

復
興
費
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任

に
お

い
て
確
保

し
、
自
治
体
の
財
政
が
悪

化
し
な
い
よ
う
各
種
施
策

を
十
分
に
講
ず
る
こ
と
な

ど
、
３
項
目
の
対
策
を
国

に
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

嘉
麻
市
地
下
水
採

取
の
規
制
条
例
制

定
に
関
す
る
請
願
書

地
下
水
を
採
取
す
る
に

あ
た

っ
て
は
、
周
辺
住
民

へ
の
公
聴
会
及
び
協
定
書

を
義
務
付
け
る
こ
と
や
事

前
の
調
査
を
義
務
付
け
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

地
下
水
採
取
の
規
制
条
例

制
定
を
求

め

る
も

の
で

す
。

稲
築
地
区
公
民
館

整
備
（建
替
え
）
に
関

す
る
請
願

稲
築
地
区
公
民
館
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
建

替
え
を
求
め

る
と
と
も

に
、
併
設
の
図
書
館
に
つ

い
て
も
充
実
を
求
め
る
も

の
で
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は
？

自
治
体
の
財
政
状
況
を

分
析
す
る
た
め
の
指
標
の

一
つ
で
、
経
常
経
費
充
当

一
般
財
源

（人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
の
毎

年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

特
定
の
財
源
を
持
た
な
い

経
費
）
を
経
常

一
般
財
源

（毎
年
経
常
的
に
収
入
さ

れ
る

一
般
財
源
）
で
割

っ

た
も
の
で
す
。

数
値
が
低
い
ほ
ど
投
資

的
経
費
な
ど
臨
時
的
な
経

費
に
ま
わ
す
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
高

い
ほ
ど
経
常

的
な
経
費
が
財
政
を
圧
迫

し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

市
で
は
７５
％
～
８０
％
く

ら
い
が
良
い
と
さ
れ
て
お

り
、
嘉
麻
市
は
２３
年
度
決

算
で
９４

・
２
％
と
な

っ
て

お
り
、
前
年
度
は
９５

。
６

％
で
し
た
の
で
、
若
干
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
が
向
上

し
た
と
言
え
ま
す
。

※
　
‐６
べ
‐
ジ
に
関
連

記
事

意見書

請願

議会だよりかまし(26号) 6



議案の結果一覧 (9月 定例会 )Ril:夭動
*・ ・・言寸論あり

各委 員会 で審査 され た議 案を本会議 で採決 した結 果

議案第45号  男女共同参画審議会の所掌事務の改正を行うとともに、男女共同参画社会基本計画策定審議会を廃止する

請願第 4号  「MV2 2オ スプレイ」の配備中止を求める意見書提出を求める

請願第 1号  市内小中学校の学校図書館の蔵書を整備することを求める

″第 2号  嘉麻市内の地下水採取の規制条例制定を求める

″第 3号  老朽化した稲築地区公民館の建替えを求めるとともに、併設の図書館の充実を求める

議案第44号  大規模太陽光発電設備の設置を促進するための奨励措置を講じる

″第46号  寄附を受けた回春地区の道路敷きを新たに市道路線として認定する

″第47号  木城地区ふれあい広場の宅地造成による道路敷きを新たに市道路線として認定する

議案第43号  専決処分の承認を求める (平成24年度 一般会計補正予算 (第3号 ))

″第48号  平成24年度 一般会計補正予算 (第 4号 )

″第49号  平成24年度 国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )

″第50号  平成24年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 1号 )

認定第 1号  平成23年度 一般会計歳入歳出決算の認定について

″第 2号  平成23年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

″第 3号  平成23年度 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

″第 4号  平成23年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

″第 5号  平成23年度 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

″第 6号  平成23年度 水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

議案第51号  嘉穂小学校建設工事の契約を締結する
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田 上  孝 樹
福祉行政について

中 村  春 夫
環境行政について

議 員

議 員

吉 永   雪 男  議 員
7月 の豪雨災害について

廣 方 悟  議 員
防災訓練と被災者等の支援について

田 淵 千 恵 子  議 員
防災計画について

山 倉  敏 明
施政運営について

議 員

田 中 日 本 明  議 員
嘉麻市活性化対策について       9P

赤 間  幸 弘  議 員
嘉麻市ケーブルネットワーク施設条例 に 10P
ついて

宮 原   由 光  議 員

9P

10P

1lP

12P

13P

14P

災害対策行政について

藤    伸 ―  議 員

窓 口業務について

田 中   義 幸  議 員

デジタルSTB設置工事 について

1lP

12P

13P

北 冨  敬 三  議 員
県道豆 田・稲築線西岩崎の拡幅工事 に 15P
ついて

山 本  幹 雄  議 員
7.14の集中豪雨による災害について   14P

議会だよりかまし(26号 )



田 上 孝 樹 議 員

福祉行政について

間.嘉麻市母子寡婦福社会への

助威について

答。できるだけ応えたいと

思っている

質
嘉
麻
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
の
目
的
と
活
動
内
容
は
。

深
町
子
ど
も
育
成
課
長

寡
婦
、
母
子
家
庭
や
福
祉

家
庭
と
の
子
ど
も
の
養
育

問
題
や
経
済
面
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
そ
う
し
た

方
々
の
情
報
交
換
を
通
じ

福
祉
の
向
上
を
図
り
た
い

と
の
趣
旨
で
発
足
さ
れ
て

い
る
。

質
　
以
前
に
も
、
母
子
寡

婦
福
祉
会
が
あ

っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
解
散
し
た
理

由
は
。

子
ど
も
育
成
課
長
　
平
成

‐９
年
５
月
に
当
時
会
長
の
、

健
康
上
の
理
由
や
後
継
者

不
足
あ
わ
せ
て
会
員
の
減

少
な
ど
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
市
母
子
寡
婦
福

社
会
が
再
設
立
さ
れ
た
経

緯
に
つ
い
て
は
。

子
ど
も
育
成
課
長
　
県
の

嘉
穂
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
の
方
か
ら
母
子
寡

婦
福
祉
会
発
足
に
つ
い
て

打
診
、
協
力
依
頼
が
あ

っ

た
の
で
、
平
成
２２
年
３
月

に
山
田
庁
合
に
お
い
て
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

質
　
担
当
課
と
し
て
、
母

子
寡
婦
福
祉
会
に
さ
ら
な

る
支
援
を
願
い
た
い
が
。

子
ど
も
育
成
課
長
　
福
祉

会
の
方
か
ら
、
要
請
が
あ

れ
ば
で
き
る
だ
け
応
え
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
母
子
寡
婦

福
社
会
の
運
営
は
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
の
託
児
所
の

開
設
に
よ
る
資
金
を
活
用

し
な
が
ら
手
作
り
、
手
弁

当
で
運
営
し
て
い
る
。
他

の
地
区
で
は
補
助
金
や
自

動
販
売
機
の
収
益
等
を
助

成
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

本
市
で
の
考
え
は
。

松

岡
市

長
　
近
隣

の
飯

塚

・
桂
川
は
、
自
販
機
の

収
入
を
得
て
や
っ
て
い
る

こ
と
は
聞
い
て
い
る
。
こ

の
会
が
、
さ
ら
な
る
成
果

を
上
げ
て
も
ら
い
、
市
で

も
対
応
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な

い
と
い
う
形
を

ぜ
ひ
つ
く
り
あ
げ
て
も
ら

い
た
い
。
大
変
厳
し
い
時

代
で
、
母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
に
つ
い
て
は
援
助
を

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
ほ
か
、
総
務
行
政

に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
避
難
所
生
活
に
お

け
る
食
事
、
毛
布
の
提
供

の
ほ
か
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
質
問
を
行

っ
た
。

田上議員

質
　
〈フ
日
ま
で
嘉
麻
市
活

性
化
に
向
け
て
の
施
策
は

な
さ
れ
な
か

っ
た
と
考
え

て
い
る
が
、
市
長
は
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い

た
の
か
。

松
岡
市
長
　
市
の
自
主
財

源
は
２０
％

に
満
た
な

い
。

そ
う
い
っ
た
中
で
活
性
化

を
進
め
て
い
く
と
い
う
の

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。

質
　
△口
併
当
初
か
ら
市
全

体
を
見
回
し
て
活
性
化
施

策
を
図
ら
な
け
れ
ば
と
い

う
こ
と
を
市
長
に
申
し
上

げ
て
き
た
。
３
月
に
作
成

さ
れ
た
嘉
麻
市
活
性
化
戦

略
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
構
想
の

現
実
味
の
あ
る
施
策
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
活

性
化
戦
略
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

推
進
会
議
を
庁
内
で
立
ち

上
げ
、
実
行
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
い

′つ
。

質
　
活
性
化
に
向
け
て
大

型
事
業
の
展
開
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長
　
〈
フ
後
十
分
財
政
状

況
を
捉
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
し
、
国
の
動

向
を
十
分
調
査
、
研
究
し

な
が
ら
、
議
会
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。

質
　
市
民
に
直
結
し
た
事

業
で
、
事
業
の
実
行
に
つ

い
て
は
市
長
の
判
断
と
か

決
断
が
問
わ
れ
る
。
先
般

の
決
算
特
別
委
員
会

で
、

合
併
支
援
措
置
が
な
け
れ

ば
、
赤
字
だ
と
い
う
こ
と

だ

つ
た
が
、
こ
れ
か
ら
大

型
事
業
の
展
開
は
で
き
な

い
の
か
。

中
嶋
財
政
課
長
　
△
口
併
支

援
措
置
が
な
く
な
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
、
行
財
政

運
営

に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
合
併
以
降
、
市
長

の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
や
本
市

の
総
合
計
画
、
過
疎
計
画

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、

今
後
も
そ
れ
ら

に
よ
り
進

め

て
い
く
と

い
う

こ
と

に

な
る
。

市
長
　
全

て
の
事
業
を
行

う

こ
と
は
不
可
能
だ
。
最

終
的

に
は
私
が
優
先
順
位

を

つ
け
、
提
案
し
て
い
き

た

い
。

要
望
　
活
性
化

に
は
、
多

少

の
財

政

負

担

は

必

要

。

（合
併
特
例
債
な
ど

の
）

財
政
支
援

の
あ

る
今
だ
か

ら

こ
そ
で
き
る
の
で
あ

っ

て
、
後
悔

の
な

い
政
治
的

判
断
を
求
め
る
。

田 中 日 本 明 議 員

嘉麻市活性化対策について

間.活性化に向け大型事業は

できないのか

答.市の計画に優先順位をつけ、

提案していきたい

嘉麻市活性化戦略プロジェクト構想

田中議員
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中 村 春 夫 議 員

環境行政について

間.新エネルギ…産業技術
総合開発機構に対し
旧炭鉱地下坑道図の請求を

答。公開しないと聞いた事が
あるが再度あたる。

質
　
山
田
川
の
稲
築
の
自

濁
水
は
坑
内
水
の
硫
化
水

素
を
次
亜
鉛
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
で
中
和
し
た
た
め
で

あ
る
が
中
和
後
の
水
は
本

当
に
安
全
な
の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
平
成
１９

年
に

一
度
水
質
汚
濁
防
止

法
に
基
づ
い
て
水
質
検
査

を
行

っ
て
い
る
が
、
あ
ら

た
め
て
嘉
麻
市
と
し
て
水

質
検
査
を
行
う
。

質
　
熊
ケ
畑
の
不
法
投
棄

産
廃
に
つ
い
て
そ
の
後
の

県
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
新
た
な
進
展

は
な

い
。

質
　
百
谷
産
廃
場

に

つ
い

て
は
。

環
境
課
長
　
産
廃
場

の
異

臭

に
つ
い
て
は
７
月
３０
日

に
当
該
地

四
か
所

で
地
元

住
民
立
ち
会

い
の
上
、
検

知
器

に
よ
る
調
査
を
行

っ

た

が
異

常

は

な

か

っ
た

。

地
元
住
民

の
要
望
書

に
つ

い
て
は
返
答
は
な

い
。

質
　
す
ぐ
上

に
あ
る
中
間

処
理
場

に
対
す
る
廃
棄
物

の
過
剰
保
管

に
つ
い
て
の

改
善
命
令

に
つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
履
行
期
限
が

Ｈ
月
２２
日
ま

で
と
な

っ
て

い
る
。
現
在
は
完
全
な
撤

去
が
な
さ
れ

て
い
な

い
の

で
、
県
は
業
者

に
対
し
催

告
書
を
出
し
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
市
内

の
産
廃
場

へ
の
平
成
２３
年
度

の
搬
入

量
に
つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
ま
だ
書
面

で

は
と
ど

い
て
い
な

い
が
集

計
は
出
来

て
い
る
と

の
事

だ
。

質
　
熊
ケ
畑

の
産
廃
場

へ

の
立
ち
入
り
調
査

に
つ
い

て
は
。

環
境
課
長
　
公
害
防
止
協

定
に
基
づ
き
市
の
自
然
環

境
保
全
監
視
員
が
２
名
体

制
で
毎
月
巡
回
し
、
９
月

初
旬
に
自
分
も
立
ち
入
り

視
察
を
し
て
き
た
。
残
容

量
に
つ
い
て
も
異
常
は
認

め
ら
れ
な
か

っ
た
。
地
元

住
民
の
同
行
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
お
願
い
す
る
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場
は
旧

炭
鉱
の
跡
地
で
坑
口
や
坑

道
な
ど
陥
没
等
の
危
険
が

あ
る
。
嘉
麻
市
と
し
て
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
に
対
し
嘉
麻

市
全
体
の
旧
炭
鉱
の
地
下

坑
道
図
を
請
求
し
手
に
入

れ
て
ほ
し
い
。

松
岡
市
長
　
以
前
新

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
公
開
し
な

い
と

聞
い
た
事
が
あ
る
が
、
再

度
当
た

っ
て
み
る
。

中村議員

山田川

赤 間 幸 弘 議 員

嘉麻市ケーブルネットワーク施設条例

について

間.住民説明会で説明した内容が

現状全く進んでいないが。それでも

基本料金を徴収するのか。

答。当初の予定通り行う。

質
　
基
本
料
金
と

し

て
、

本
年
１０
月
か
ら
８
０
０
円
、

平
成
２７
年
４
月
か
ら
千
円

を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
継
続
し
て
加
入
す
る

と
回
答
さ
れ
た
世
帯
数
は
。

松
本
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
担
当
参
事

個
人
世
帯
に
４
４
１
４
通

の
加
入
申
込
書
を
送
付
し
、

３
２
２
０
通
の
回
答
が
あ

り
、

９３

・５
％
の
世
帯
が

継
続
し
て
加
入
す
る
と
回

答
が
あ

っ
た
。

質
　
個
人
世
帯
に
４
４
１

４
通
の
加
入
申
込
書
を
送

付
し
、
３
２
２
０
通
の
回

答
が
あ
り
、

９３

・５
％
の

世
帯
が
継
続
し
て
加
入
す

る
と
回
答
が
あ

っ
た
。

松
岡
市
長
　
当
初
の
予
定

通
り
行
う
。

質
　
基
本
料
金
を
徴
収
す

る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は

な

い
が
、
市
民
を
置
き
去

り
に
し
て
い
る
し
、
約
束

違
反
に
な
る
の
で
は
。

市
長
　
住
民
説
明
会
で
の

説
明
と
は
違
う
が
、
料
金

そ
の
も
の
に
つ
い
て
全
市

で
あ
ろ
う
と
山
田
地
区
で

あ
ろ
う
と
影
響
は
な
い
。

質
　
３
月
に
当
初
予
算
を

可
決
し
て
、
９
月
ま
で
の

半
年
間
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
方
式
が
決
定
で
き
な

い

の
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
事
業

を
展
開
し
た
い
の
か
、
将

来
的
に
嘉
麻
市
の
情
報
化

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た

い
の
か
と
い
う
、
市
長
の

明
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
、

考
え
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と

が
原
因
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況

で
、

事
業
は
間
に
合
う
の
か
。

さ
ら
に
、
予
算
が
執
行

で
き
な
か

っ
た
ら
、
誰
が

責
任
を
取
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
２

年
間
の
継
続
事
業
と
し
て

予
算
が
可
決
さ
れ
た
の
で
、

当
初
の
予
定
で
は
４
月
に

設
計
を
発
注
し
、
８
月
頃

に
入
札

の
案
内
を
出

し
、

９
月

に
仮
契
約
を

し

て
、

今
定
例
会
に
契
約
議
案
を

提
出
す
る
予
定
で
あ

っ
た
。

市
長
が
即
決
断
し
て
も

当
初
の
予
定
よ
り
６
か
月

も
遅
れ
て
い
る
の
で
、
現

段
階
で
は
、
ほ
ぼ
間
に
合

わ
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

市
長
　
ど
ん
な
問
題
が
あ

っ
て
も
、
最
終
的

に
責
任

を
取
る
の
は
私
だ
。

赤間議員

ケーブルテレビ自主放送
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吉 永 雪 男 議 員

7月 の豪雨災害について

間.被害を受けた梅林公園の

早期復旧を

答。再来年の観梅会に間に合う

よう努力していきたい

質
　
△
フ
年
７
月

の
豪
雨

に

よ
り
、
市
内
各
所

で
甚
大

な
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、

梅
林
公
園

の
復
旧
計
画
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
公

園
自
体

の
整
備
は
も
と
よ

り
、
下
流
域

の
住
宅
も
床

上
浸
水
な
ど

の
大
き
な
被

害

を

受

け

て

い
る

の

で
、

今
後
、
再
発
防
止

の
観
点

か
ら

、

公

園

内

の
水

路

、

調
整
池

の
設
置
な
ど
を
十

分
検
討
し
、
復
旧

に
向
け

て
整
備
を
行
う

こ
と
と
し

て
い
る
。

本
年
度
は
測
量
、
調
査
、

設
計
を
実
施
し
、
来
年
度

に
は
本
工
事
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
。

再
来
年
の
観
梅
会
は
実

施
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

熊
ヶ
畑
小
学
校
の
存
続

・

住
宅
政
策
に
つ
い
て

質
　
熊
ヶ
畑
小
学
校
の
児

童
数
は
。

秋
吉
教
育
部
次
長
　
平
成

２４
年

は
全
学

年

で
２０
名

（う
ち
熊
ヶ
畑
小
学
校
区

か
ら
の
通
学
児
童
１２
名
）
、

平
成
２７
年
度
は
、
推
測
で

あ
る
が
１６
名

（う
ち
校
区

内
児
童
１２
名
）
で
あ
る
。

質
　
児
童
数
が
２０
名
を
超

え
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
の
で
、
ヤ
マ
エ
畜
産
跡

地
に
若
者
向
け
の
市
営
住

宅
を
建
て
れ
ば
、
熊
ヶ
畑

小
学
校
の
存
続
も
可
能
で

は
な
い
か
。

松
岡
市
長
　
熊
ヶ
畑
小
学

校
は
、
地
元
の
敬
老
会
に

参
加
す
る
な
ど
、

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

熊
ヶ
畑
地
区
の
活
性
化
に

大
き
く

つ
な
が

っ
て
い
る
。

以
前
、
若
者
向
け
の
住

宅
計
画
を
考
え
た

こ
と
も

あ

る
が
、
利
便
性
を
考
慮

す
る
と
厳
し

い
と

の
意
見

が
多
か

っ
た
。

今
後
、
児
童
数
が
減
り
、

１０
名
以
下

に
な
る
と
存
続

は
厳
し

い
と
考
え

て
い
る
。

要
望
　
熊

ヶ
畑
小
学
校
を

存
続
す
る
た
め
、
住
宅
を

整
備
し
、
市
職
員

の
居
住

促
進

や
、
戦
後
学
校

に
行

け
な
か

っ
た
高
齢

の
方

の

学
習

の
場
と
す
る
こ
と
な

ど
も
検
討
し
て
も
ら

い
た

い
。

※
そ
の
他
、
人
葬
場
建
設
、

政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

吉永議員

熊ケ畑小学校

質
　
梅
林
公
園
の
復
旧
と

合
わ
せ
て
、
浸
水
被
害
を

受
け
た
下
流
の
住
宅
地
域

も
含
め
た
、
大
法
自
馬
山

か
ら
下
山
田
小
学
校
前
の

信
号
機
ま
で
の
間
の
総
合

的
な
復
旧
計
画
も
立
て
て

も
ら
い
た
い
。

猪
之
鼻
川
と
原
町
地
区

の
災
害
復
旧
は
、
総
合
的

な
復
旧
を
し
な

い
と
再
度

浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

山
口
土
木
課
長
　
猪
之
鼻

川
周
辺
住
宅
の
浸
水
被
害

は
、
山
田
川
の
増
水
に
よ

る
河
川
の
氾
濫
が
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
年
度
は
被
害
状
況
を

確
認
し
、
来
年
度
の
当
初

予
算
で
、
山
田
地
区
の
広

範
囲
な
水
利
調
査
を
行

い
、

必
要
な
箇
所
に
は
水
路
の

改
修

・
新
設
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

原
町
地
区
の
土
砂
災
害

は
、
災
害
関
連
急
傾
斜
崩

壊
対
策
防
止
事
業
と
し
て
、

現
在
日
に
申
請
し
、
協
議

し
て
い
る
。

質
　
災
害
時

の

一
人
暮
ら

し
の
方

の
安
否
確
認
や
避

難
誘
導

に
す
ぐ
対
応

で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
対
策

を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が

災
害
対
策
本
部
に
要
援
護

者

へ
の
援
護
体
制
づ
く
り

は
で
き
て
い
る
の
か
。

田
中
副
市
長
　
防
災
計
画

で
は
、
在
宅
の
災
害
時
の

要
援
護
者
の
避
難
は
、
原

則
と
し
て
地
域
の
自
主
防

災
組
織
等
で
行
う
よ
う
に

な

っ
て
い
る
の
で
、
今
後

組
織
設
立
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
。

熊
ヶ
畑
地
区
の
産
廃
処
分

場
に
つ
い
て

質
　
上
山
田
浄
水
場
の
水

源
や
深
井
戸
な
ど
の
水
質

調
査
と
、
過
去
の
地
下
水

検
査
の
結
果
及
び
今
後
の

水
質
検
査
の
予
定
は
。

平
嶋
環
境
課
長
　
浸
透
水

の
検
査
箇
所
は
処
分
場
内

外
に
３
箇
所
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ

て
い
る
。
山
田
川
の
下
流

の
水
質
検
査
は
今
年
度
実

施
す
る
。
現
在
中
断
し
て

い
る
堀
川
地
区
の
水
質
検

査
は
、
地
権
者
と
相
談
し

対
応
し
た
い
。
市
職
員
の

立
入
調
査

へ
の
協
力
が
約

束
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現

地
調
査
で
違
法
行
為
が
確

認
で
き
れ
ば
、
県
を
通
じ

て
指
示
な
ど
は
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

宮 原 由 光 議 員

災害対策行政について

間.梅林公園、猪之鼻川。原町地区は

総合的に計画を立て

復旧してもらいたい

答.水利調査をし、必要な箇所は

水路の改修・新設等を考えたい。

“
i‐
~       

…
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被害に遭つた梅林公園入り□付近

宮原議員
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廣 方  悟 議 員

防災訓練と被災者等の支援について

間.防災訓練の実施と

被災者支援の手ヨIき を

答。今回の災害を教訓に
しっかり対応する

質
　
昨
今
は
、
地
球
規
模

で
の
異
常
気
象
よ
る
想
定

外
と
い
う
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
す
る
よ
う
に

な

っ
て

い
る
。
そ

こ
で
、

７
月
１４
日
か
ら
の
豪
雨
災

害
の
状
況
は
。

田
中
副
市
長
　
住
宅
被
害

は
床
下
浸
水
を
含
め
て
４

３
９
戸
、
道
路
等
災
害
１

５
１
カ
所
、
農
林
災
害
４

５
４
カ
所
及
び
市
民

へ
の

避
難
勧
告
を
５
地
区
１
４

６
世
帯
に
発
令
し
た
。

質
　
△
口
併
後
初
め
て
広
範

囲
な
桑
野
地
域
の
１
３
０

世
帯
４
０
０
名
を
対
象
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

が
、
避
難
者

へ
の
伝
達
、

誘
導
、
避
難
所
の
対
応
は

ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

副
市
長
　
防
災
無
線
や
消

防
に
よ
る
呼
び
か
け
を
行

っ
た
。
ま
た
、
市
民
自
か

ら
の

一
時
避
難
の
判
断
や

行
政
か
ら
の
情
報
も
早
く

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
感
じ
た
。

質
　
〈フ
回

の
災
害

で
は
、

人
的
被
害
の
危
険
性
が
さ

ら
に
高
ま
れ
ば
避
難
指
示

が
必
要
と
な
り
、
市
民
等

の
強
制
避
難
と
な
る
。
今

後
の
災
害
に
備
え
て
、
自

助

・
共
助

・
公
助
よ
る
自

主
防
災
組
織
づ
く
り
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

副
市
長
　
避
難
の
要
支
援

を
必
要
と
す
る
台
帳
を
整

備
し
、
災
害
時
に
誰
が
ど

の
よ
う
に
し
て
支
援
す
る

の
か
、
地
域
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
体
制
整
備

を
図
る
。

質
　
災
害
時
の
伝
達
、
誘

導
、
応
急
対
応
な
ど
、
市

民
も
含
め
て
の
防
災
訓
練

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

副
市
長
　
防
災
訓
練

は
、

災
害
時
に
備
え
て
重
要
と

考
え
て
お
り
、
今
回
の
災

害
を
教
訓
に
し
て
、
良

い

方
向
に
も

っ
て
い
く
。

質
　
防
災
訓
練

の
実
施

、

職
員
の
支
援
体
制
、
自
主

防
災
組
織
、
被
災
者
支
援

の
手
引
き
に
つ
い
て
、
再

度
確
認
す
る
。

松
岡
市
長
　
安
全

・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
で

あ
り
、
防
災
訓
練
の
実
施
、

職
員
の
支
援
体
制
、
自
主

防
災
組
織
の
必
要
性
、
い

ず
れ
に
し
て
も
今
回
の
災

害
を
教
訓

に
し

っ
か
り
対

応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

廣方議員

桑鰤地区の土砂災害 (7月 )

藤  伸 ― 議 員

窓口業務について

間.コンビニエンスストアで

各証明書が発行できるよう

取り組んではどうか

答.市民の利便性を考慮し、
研究していく

質
　
コ
ン
ビ

ニ
で
の
各
証

明
書
発
行
の
メ
リ

ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

西
田
市
民
課
長
　
メ
リ

ッ

ト
は
、
全
国
の
最
寄
り
の

コ
ン
ビ

ニ
で
取
得

で
き
、

取
り
扱
い
時
間
や
利
便
性

も
広
が
り
、
行
政
の
窓
口

業
務
の
負
担
も
減
少
す
る
。

デ
メ
リ

ッ
ト
は
、
シ
ス

テ
ム
導
入
に
約
２
７
５
０

万
円
、
年
間
約
３
０
０
万

円
の
負
担
が
必
要
と
な
る
。

質
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明

書
の
発
行
業
務
は
、
今
後
、

庁
合
の

一
本
化
も
想
定
さ

れ
る
中
、
必
要
な
時
に
都

合
の
良

い
場
所
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
地
域
格

差
が
な
く
な
り
、
行
政
側

の
業
務
の
負
担
軽
減
や
コ

ス
ト
削
減
の
効
果
も
あ
り
、

取
り
組
む
課
題
で
は
。

市
民
課
長
　
コ
ン
ビ

ニ
で

交
付
を
受
け
る
際
、
住
基

カ
ー
ド

が
必
要

で
あ
り
、

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
や
導

入
の
方
向
性
な
ど
、
費
用

対
効
果
等
を
総
合
的
に
判

断
し
て
検
討
し
て
い
く
。

松
岡
市
長
　
市
民
の
利
便

性
が
高
く
な
る
の
で
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

質
　
嘉
麻
市
の
胃
が
ん
検

診
の
内
容
は
。

大
里
健
康
課
長
　
４０
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
バ
リ
ウ

ム
を
投
与
し
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
を
行

っ
て
い
る
。

質
　
近
年
、
国
際
が
ん
研

究
機
関
が
十
分
な
証
拠
に

基

づ

い
て
、

「
ピ

ロ
リ

菌
」
が
胃
が
ん
の
原
因
で

あ

る
と
発
表

し

て

い
る
。

菌
が
胃
粘
膜
に
感
染
す
る

と
、
毒
素
等
を
排
出

し
、

胃
が
ん
を
誘
発
す
る
そ
う

で
あ
る
。
簡
単
な
血
液
検

査
で
菌
の
有
無
を
検
査
で

き
、
添
田
町
で
は
、
今
年

の
６
月
か
ら
検
診
項
目
の

中
に
ピ

ロ
リ
菌
検
査
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
自
己
負

担
２
千
円
だ
が
、
約
３
２

０
人
の
方
が
希
望
さ
れ
て

い
る
。
嘉
麻
市
で
も
、
市

民
の
命
や
健
康
を
守
る
が

ん
対
策
と
し
て
、
検
診
項

目
に
ピ

ロ
リ
菌
検
査
を
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い

か
。

市
長
　
嘉
麻
市
の
死
亡
原

因
の
第

一
で
あ
る
が
ん
対

策

は
行
う
必
要

が
あ

り
、

研
究
し
対
応
し
た
い
。

※
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

藤議員

稲築庁舎窓□
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田 淵 千 恵 子 議 員

防災計画について

間.嘉麻市の防災計画について

答。自助から共助への支援体制・

連絡体制の整備を図りたい

質
　
嘉
麻
市
が
指
定
す
る

災
害
非
難
場
所
６７
箇
所
が

日
常
か
ら
市
民
に
意
識
で

き
、
万

一
の
時
ス
ム
ー
ズ

な
行
動
が
で
き
る
よ
う
避

難
場
所
を
表
示
を
す
べ
き

で
は
。

田
中
副
市
長
　
よ
り
よ
い

方
法
で
必
ず
設
置
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
　
自
主
防
災
の
組
織
化

が
い
る
の
で
は
。

副
市
長
　
現
在
組
織
立
て

は
な

い
。
自
助
か
ら
共
助

に
な
る
よ
う
、
区
長
会
等

に
相
談
し
な
が
ら
地
域
の

こ
と
は
自
分
達
で
や
ろ
う

と
い
う
形
で
組
織
立
て
を

は

っ
き
り
さ
せ
て
い
き
た

い
。

質

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
弱
者
に
対
し
て
災
害

時
に
万
全
を
期
す
た
め
に
、

地
図
等
で
所
在
を
把
握
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

副
市
長
　
一局
齢
者
や
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
が
支
援

申
出
書
を
提
出
し
、
支
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
非
難
ル

ー
ト
を
明
示
し
た
地
図
を

作
成
す
る
。
区
長

・
民
生

委
員
を
は
じ
め
多
く
の
支

援
者
に
よ
り
、
共
助
の
役

割
強
化
す
る
こ
と
が
今
後

の
防
災
の
取
り
組
み
に
重

要
と
理
解
し
て
い
る
。
支

援
体
制

・
連
絡
体
制
の
整

備
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

嘉
麻
市
の
健
康
増
進
に
つ

い
て

質
　
特
定
健
診
の
受
診
率

が
低
い
と
聞
く
が
そ
の
実

態
は
。

大
里
健
康
課
長
　
本
年
で

５
年
目
で
年
々
受
診
率
は

上
が
り
３３

・
２
％
ま
で
に

な

っ
た
も
の
の
、
飯
塚

・

桂
川
は
４０
％
だ
。

質
　
本
市
の
受
診
率
が
上

向
い
た
要
因
は
。

健
康
課
長
　
本
年
度
受
診

料
金
を
１
０
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
に
、
非
課
税
者

を
無
料
に
し
た
こ
と
、
特

定
検
診
が
市
民
に
定
着
し

た
こ
と
、
職
員
が
努
力
し

た
こ
と
等
と
考
え
ら
れ
る
。

質
　
△フ
後
の
市
民
の
健
康

保
持

へ
の
施
策
は
。

健
康
課
長

　

「検
診
な
く

し
て
健
康
長
寿
な
し
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
に
努
め

る
と
と
も
に
介
護
予
防
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
か
ま

体
操

の
普
及
啓
発
を

し
、

市
民
の
運
動
習
慣
推
進
を

図
る
。

松
岡
市
長
　
市
民

の
健
康

と
命
を
守

る
こ
と
は
行
政

の
責
任
で
あ
る
。

田淵議員

嘉麻市防災マツプ

田 中 義 幸 議 員

デジタルSttB設置工事について

間。部品が取替えられていない。

架空請求ではないか。

答.把握できていないので

答えられない。

質
　
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の

設
置
工
事
に
つ
い
て
、
完

成
図
書
が
十
分
で
な
か

っ

た
。
証
拠
書
類
と

し

て
、

写
真
が

一
枚
も
な
い
。
な

ぜ
確
認
が
出
来
る
の
か
。

松
本
Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事

設
置
し
て
テ
ス
ト
を
す

る
。
通
信
は
Ｏ
Ｋ
。
確
認

の
サ
イ
ン
を
頂
い
た
。

質
　
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
、
２

分
配
器
の
取
替
え
と
あ
る
。

全
て
取
替
え
た
の
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
一九
々

２
分
配
器
の
所
は
当
然
使

う
の
で
、
間
違

い
な
く
取

付
け
て
い
る
。

質
　
昨
日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
者
と
屋
内
工
事
を

し
た
と
こ
ろ
を
見
て
回

っ

た
。
分
配
器
や
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
、
接
栓
を
替
え
た
形

跡
が
全
く
な
か

っ
た
。
ど

う
言
う
こ
と
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
使

え
る
物
は
使

っ
た
と
理
解

す
る
。

質
　
全
て
取
替
え
る
こ
と

で
予
定
価
格

が
組

ま
れ

９９

・
７８
％
で
落
札
し
て
い

る
。
全
て
の
部
品
を
取
替

え
た
と
言

っ
た
。
使
え
る

物
は
使
う
。
ど
う
言
う
こ

と
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
全

部
使
う
こ
と
で
積
算
し
て

い
る
が
、
別
段
あ

っ
て
も

お
か
し
く
な

い
。
そ
れ
は

利
益
に
な
る
と
思
う
。
業

者
の
。

質
　
発
言
は
非
常
に
問
題

だ
。
取
替
え
て
な
い
の
に

金
を
払

っ
た
。
公
共
工
事

だ
。
あ
な
た
の
金
で
は
な

い
。
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
通

信
設
備

が
整
え

ば

い
い
。

工
事
は
適
正
に
さ
れ
て
い

２一
。

質
　
を万
了
届
け
と
、

シ
ス

テ
ム
確
認
シ
ー
ト
、
シ
リ

ア
ル
ナ
ン
バ
ー
の
映

っ
た

写
真
で
確
認
し
、
竣
工
を

見
た
。
そ
れ
で
金
を
払

っ

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は

替
え
て
な
か

っ
た
。
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。

松
岡
市
長
　
△
フ
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
答
え
ら

れ
な
い
。

質
　
政
策

の
ト

ッ
プ

だ
。

調
査
を
し
な
い
の
か
。

市
長
　
報
告
を
受
け
た
上

で
考
え
た
い
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
か

み
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
と
思
う
が
、
答
弁
に

し
た
い
。

質
　
説
明
に
な

っ
て
な
い
。

架
空
請
求
じ
ゃ
な

い
か
と

言

っ
て
い
る
。
新
品
に
替

え
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
長
　
報
告
を
受
け
て
対

応
す
る
。

田中議員

嘉麻市ケーブルテレビジョン
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山 倉 敏 明 議 員

施政運営について

間.担当課を決めて,

市バスの体系を整えては

答。バス専門の担当課を決め、
取り組むべきと考える

質
　
第

一
次
嘉
麻
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
で
掲

げ
て
い
る

「住
み
よ
さ
が

感
じ
ら
れ
る
交
流
の
ま
ち

づ
く
り
」

「市
民
と
行
政

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」

「広
域
的
視
点
か
ら

の
ま
ち

づ
く
り
」

で
は
、

市
の
活
性
化
を
図
る
上
で

の
具
体
的
な
政
策

・
対
策

が
必
要

で
あ

る
。
現
在
、

市
民
が
満
足
す
る

「住
み

‐よ

さ

が
感

じ
ら
れ

る
ま

ち
」
に
な

っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
か
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
平

成
２３
年
に
実
施
し
た
市
民

満
足
度
調
査
で
、
公
営
住

宅
の
整
備
、
公
共
交
通
の

整
備
、
広
域
的
な
基
幹
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、

「や
や
不

満
」
や

「不
満
」
と
い
う

割
合
が
高
か
っ
た
。

市
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

質
　
市
全
体
の
交
通
体
系

の
あ
り
方
や
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な

バ
ス
運
行
の
た
め
、
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

田
中
副
市
長
　
利
用
者
か

ら
、
朝
夕
の
バ
ス
が
不
便

だ
と
い
う
声
が
多
く
、

１０

月
１
日
か
ら
増
便
し
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
る
予

定
で
あ
る
。

質
　
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の

施
策
で
は
な
く
、
担
当
課

を
決
め
て
、
市
バ
ス
の
体

系
を
整
え
て
は
ど
う
か
。

副
市
長
　
交
通
体
系
の
整

備
を

一
体
的
に
考
え
、
ま

た
バ
ス
専
門
の
担
当
課
を

決
め
て
、
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

要
望
　
市
全
体
の
交
通
体

系
の
整
備
を
是
非
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て

質
　
住
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に

住
宅
政
策
に
取
り
組
む
の

か
。

大
神
住
宅
公
園
課
長
　
約

２４
％
の
市
営
住
宅
が
す
で

に
耐
用
年
数
を
超
え
て
い

る
の
で
修
繕
が
必
要
で
あ

る
。
維
持
管
理
費
用
の
軽

減

が
見
込
め
な

い
の
で
、

老
朽
化
し
た
住
宅
は
用
途

を
廃
止
し
、
除
却
を
進
め

て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
若
年
層
の

人
口
流
出
の
抑
制
や
定
住

促
進
の
観
点
か
ら
、
若
い

世
帯
の
方
々
が
子
育
て
し

や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た

安
全
で
快
適
な
住
環
境
の

整
備
を
今
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

山倉議員

効率的なバス運行を

山 本 幹 雄 議 員

7.14の集中豪雨による災害について

間.稲築の某地域の災害は
どのように対応していくのか

答.災害関連地域防災がけ崩れ対策
事業か県単急傾斜地崩壊対策事業で

検討したいというのが県の考えだ

質
　
稲
築
の
某
地
域
で
高

さ
約
２０

ｍ
長
さ
約
６０

ｍ
に

わ
た
り
法
面
崩
壊
し
、
家

屋
に
土
砂
が
流
入
し
て
い

る
。
早
急
に
飯
塚
県
土
事

務
所
と
嘉
麻
市
土
木
課
と

立
会
し
、
そ
の
後
行
政
区

長
か
ら
早
急
な
災
害
復
旧

工
事
の
要
望
書
と
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
個
所
の
指
定

要
望
が
あ

っ
た
と
思
う
が
、

そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。

山
口
土
木
課
長
　
県
で
は

早
急
に
測
量
を
し
、
国

ヘ

要
望
申
請
を
行

っ
た

が
、

８
月
中
旬
に
事
業
不
採
択

の
回
答
が
県
土
事
務
所
に

あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
保

全
人
家
の
５
戸
に
満
た
な

い
と
の
説
明
だ

っ
た
。
今

後
も
協
議
を
重
ね
、
補
助

事
業
で
採
択
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
て
行
き
た
い
。

質
　
市
長
も
現
場
を
見
て

県
土
事
務
所
に
も
お
願
い

に
行

っ
た
と
い
う
事
だ
が
、

ど
の
考
え
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
現
場
を
よ
く

知
る
と
い
う
事
は
、
県
等

に
要
望
に
行

っ
た
時
大
き

な
力
に
な
る
。
出
来
る
だ

け
個
人
や
市
の
負
担
が
少

な
く
て
済
む
よ
う
に
対
応

し
た
い
の
で
、
今
後
も
要

望
を
し
て
行
き
た
い
。

質
　
７
月
１４
日
の
農
林
整

備
課
所
管
の
災
害
件
数
及

び
補
助
災
害
と
単
費
災
害

の
区
別
は
ど
こ
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
農

地
農
業
用
施
設
が
補
助
対

応
で
１
６
３
カ
所

林ヽ
道

災
害
が
２６
カ
所
、
隣
地
崩

壊
防
止
事
業

が
１０
カ
所

、

補
助
対
象
外
が
約
３
０
０

カ
所
以
上
に
な
る
。
ま
た

４０
万
円
以
上
の
事
業
費
が

補
助
対
応
と
な
る
。

買
い
物
難
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て

質
　
そ
の
内
容
と
調
査
方

法
及
び
今
後
の
計
画
は
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
市

民
の
買
い
物
の
状
況
の
実

態
、
問
題
点
を
把
握
す
る

為
に
、
戸
別
訪
間
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査
を
１
０
０

０
件
、
郵
送
に
よ
る
調
査

を
５
０
０
件
、
合
計
１
５

０
０
件
を
計
画
し
た
。
そ

の
後
は
嘉
麻
市
買
い
物
弱

者
対
策
庁
内
検
討
委
員
会

に
お
い
て
十
分
協
議
を
し
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た

い
。

山本議員

稲築地区の災害箇所
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Jヒ 冨 議 員

県道豆田 禾層築線西岩崎の拡幅工事について

間.10年前約束された側溝の

拡幅.接続は行うのか

答.県道の水路ができた時点で

接続したい

敬 三

質
　
道
路

の
拡
幅
、
水
路

工
事
は
ど

の
よ
う
な
工
程

で
行
う

の
か
。
ま
た
、
完

了
は
い
つ
か
。

山

口
土
木
課
長
　
士
心
耕
館

高
校
入
日
か
ら
大
西
ケ
浦

交

差

点

ま

で
６

７

０

ｍ
、

県

に
よ

っ
て
進
め
ら
れ

て

い
る
。
桂
川

に
向
か

っ
て
、

道
路

の
右
側

に
西
岩
崎
交

差
点
付
近
ま

で
６
３
０

ｍ

水
路
を
新
設
し
、
道
路
左

側

の
水
路
拡
幅
工
事
を
大

西
ケ
浦
交
差
点
ま

で
７
５

０

ｍ
行
う
計
画
と
な

っ
て

い
る
。
事
業
完
了
は
平
成

２７
年
と
聞

い
て
い
る
。

質
　
１０
年
前

に

一
般
質
問

で
筑
前
生

コ
ン
入
日
付
近

の
側
満

の
拡
幅
と
水
路

ヘ

の
接
続
工
事
を
す

る
約
束

を
し
て
い
た
が
、
そ

の
工

事
は
施
工
し
て
も
ら
え

る

の
か
。

土
木
課
長
　
大
雨

の
時

に

現
場

に
行
き
、
雨
水
が
直

接
流
れ

て
い
る
の
を
確
認

し
た
。
豆
田

・
稲
築
線

に

大
き
な
水
路
が
計
画
さ
れ

て
い
る
の
で
、

こ
れ
が
で

き
た
時
点

で
側
溝
を

つ
な

ぎ
こ
み
た

い
。

市
水
道
に
つ
い
て

質
　
浄
水
場

の
数
、
原
水

の
処

理

方

法

は

。

ま

た

、

鉛
管

の
布
設
替
え

工
事
は

ど

の
く
ら

い
残

っ
て
い
て
、

総
額
は
い
く
ら
か
。

中
並
水
道
局
長
　
浄
水
場

の
数
は
６
カ
所
、
処
理
方

法
は
急
速

ろ
過
と
緩
速

ろ

過
が
あ
る
。
鉛
管
は
平
成

‐９
年
度

か
ら
約
１
０
０
０

カ

所

布

設

替

え

を

行

い
、

１
億
２
０
４
５
万
円
か
か

っ
た
。
残
り
は
山
田
地
区

が
‐３
カ
所
、
嘉
穂
地
区
が

１
１
９
カ
所
、
残
事
業
費

と
し
て
は
２
千
万
円
程
度

と
な

っ
て
い
る
。

質
　
１
日
で
も
早

い
工
事

を
願
う
。
鴨
生
浄
水
場
は

移
転
す
る
の
か
。

水
道
局
長
　
鴨
生
浄
水
場

は
廃
止
し
、
漆
生
浄
水
場

と
統
合
整
備
を
行
う
計
画

だ
。

質
　
水
利
権

の
許
可
が
出

る
ま

で
ど
れ
く
ら

い
か
か

る
か
。

水
道
局
長
　
今

の
と

こ
ろ

不
明
だ
が
、
議
会
後
、
国

土
交
通
省

へ
行
き
、
話
を

進
め
る
。

質
　
も
う
少
し
早
く
鴨
生

浄
水
場
の
移
転
を
。

松
岡
市
長
　
早
急

に
考
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

北冨議員

県道稲築・豆田線

７
月
２７
日

付
託
案
件
審
査

８
月
１
日

災
害
箇
所
視
察
調
査

７
月
１１
日

７
月
臨
時
会
の
日
程
等

に
つ
い
て

８
月
２７
日

９
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

９

月

１８

日

議

長

の
諮

問

に

つ
い
て

岬
Щ
¨

９
月
２‐
日

新
庁
合

に
関
す

る
事
項

に

つ
い
て

７

月

１３

日

・
８

月

２７

日

９

月

１２

日

国
道
３
２
２
号

バ
イ

パ

ス
整
備

に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て

８
月
２０
日

９
月
定
例
会
最
終
日

の

日
程
等

に
つ
い
て

７

月

１７

日

・
７

月

２。

日

７

月

２４

日

議
会
広
報

の
編
集

７
月
１１
日

・
８
月
２。
日

議
会
改
革

に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

（議
会
基
本
条
例
小
委

員
会
）

７
月
１１
日

議
会
基
本
条
例

に
つ
い

て
８
月
８
日

・
８
月
９
日

先
進
地
視
察

（滋
賀
県

野
洲
市

・
二
重
県
伊
賀

市
）

議会基本条例について視察 (5洲市 )
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認

平成 23年度

経常収支比率の推移
決
算
特
別
委
員
会

に
お

い
て
、
平
成
２３
年
度

の

一
般
会
計

ほ
か
５
会
計

の
決
算
審
査
を
行

い

ま
し
た
。

一
般
会
計

に
お

い
て
は
、
歳
入
総
額
２
５
９

億
４
５
９
０
万
円
、
歳
出
総
額
２
５
０
億
４
２

９
４
万
円
と
し
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
９
億

２
９
６
万
円
で
、
う
ち
５
億
円
は
基
金

に
繰
り

入
れ
ま
す
。

市

の
財
政
状
況
と
し
て
は
、
市
税
な
ど

の
自

主
財
源
が
１９

・
７
％
、
地
方
交
付
税

や
国
県
支

出
金
な
ど

の
依
存
財
源
が
８０

．
３
％
と
、
他

に

頼

っ
た
自
治
体
運
営
と
な

っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、

９４

・
２
％
と
前
年
度
よ

つ
向
上
し
ま
し
た
が
、
財
政
力
指
数
は
０

・
２

５
９
ポ
イ

ン
ト
と
、
前
年
度
よ
り
若
干
悪
化
し

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
６
会
計
と
も

に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

100

(%)

110

一 般 会 計 決 算 の 状 況
(単位千円)

市  債

1,603,726
62%〔依存〕

地方譲与税など
698,777

27%〔依存〕

議会費
262,104
10%

市  税

2,804,094
108%〔自主〕

総務貢

2,182,756
8

繰入金など
1,568,826
60%〔自主〕

諸収入

795,681
1%〔自主〕

教育費
2,506,331

消防費 10

801,782

■瑣
1,273,471

商工費
51%

147.592
06%農

林水産業費

658,916
26% 労働費 Ч

42.416  衛生

02% 1,693,868
68%

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

標準的経常収支比率 (75～ 80%)

※ 経 常 収 支 比 率 の 見 方 は 6ペ ー

ジ を御 覧 下 さい

蜃冠冤:『、
:せ
穆厖瘍くヽ、

°1%ヽ

歳  入 歳  出 差 引 額

一 般 会 計 259億4,590万円 250億4,294万円 9億 296万円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

52億9,391万 円 56億 1,010万円 △3億 1,619万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

5億7,097万 円 5億 5,491万 円 1,606アテ円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付
事 業 特 別 会 計

1億  235万 円 81848万 円 1,387,5円

廠業鋼
焼事脚

製定鰤勘
54億4,026万円 54億 1,436万円 2,590万 円

ス
定

ピ
勘

一
業

サ
事 5,101万 円 5,101万 円 0

水 道 事 業 会 計 8億4,223万円 9億41032万円 △9,809万 円
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